
栽培カレンダー
収穫種まき

秋まき栽培

春まき栽培
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暑すぎると生育が悪くなり、
寒いと品質が損なわれます。
冷涼な気温を好むため、

春と秋を中心に栽培しましょう。

　カブのように太った根は、輪切りにするときれいな

濃紅色の輪紋が出ます。ビーツは、リンやマグネシウ

ム、鉄など栄養価が高く、ボルシチやスープなどに用

いられます。収穫まで60日～80日と比較的短く、春

まきと秋まきの年２回栽培できます。

ビーツ
・ 植物分類　アカザ科　・原産国　地中海沿岸

おおいがわ 今月の作物

島田営農経済センター　大橋 真人

3㎏　1,859円（税込）
※10月1日以降の価格です

◎特徴

60種類以上の作物群に適用があり、幅広

く使える農薬です。使用時期、使用方法の

バリエーションが豊富で、栽培体系や害虫

の特性に合わせて使用できます。

◎使用方法

これからの時期は、カブやダイコン、ニン

ジンなどにつくキスジノミハムシやネキリ

ムシに効果があります。

は種時や定植時を中心に土壌混和や土壌表

面散布します。作物や時期にあった使用方

法、使用量を確認し、きれいな野菜を作り

ましょう。

◎価格・規格

詳しい使い方や使用量は、
最寄りの営農経済センターへ

島田営農経済センターが
おすすめします！

ビーツは酸性に弱いので、あらかじめ石灰をまいて耕し

ておきます。耕した畑に溝を掘り、元肥を施します。

種は毬果で給水しにくいので水に浸してからまきましょ

う。まき溝が乾いていたらかん水し、種を３～４㎝間隔

の割合で１粒ずつまきます。

１粒のような種子に見えますが、２～５本の芽が延びて

きます。余分な芽を間引き、１本立てとします。

根の径が５～６㎝に肥大したときが収穫時期です。収穫

が遅れると味を損ねるので、取り遅れないようにしま

しょう。

種の予措・種まき２

間引き・追肥３

畑の準備１

堆肥
160〜200g

化成肥料
　　20g

油粕 50g

〈畝の長さ1m当たり〉

2〜3㎜の厚さに覆土してから
くわの背でかるく鎮圧する

種まき

一昼夜水に浸す
種子（毬果）

水

完熟堆肥を細かく砕いたもの、または
切りわらを溝全面に覆って防乾する

生のまま輪切りにして
そのままサラダに

塩を加えた水で弱火して
40〜50分ゆで、
そのまま冷やす

スープやバター煮に

手で皮をむく

マヨネーズあえに サラダや酢漬けに

丸みがあり、でこぼこ
していないものが良品

草丈5〜6㎝のころ
第2回の間引きをする

2〜5本の芽が伸びるので、
間引いて1本立てとする

株間を10〜12㎝に
なるように間引く

〈溝1m当たり〉

油粕 50g

化成肥料 30g

追肥
第2回と第3回の
間引き後に追肥する

10㎝

10〜12㎝

第2回間引き
第3回間引き

（最終回）
第1回間引き

15㎝

50㎝

生のまま輪切りにしてサラダにしたり、塩をひとつまみ

加えた水で皮付きのまま弱火で40～50分ゆで、そのま

ま冷やして皮をむきいろいろな料理に利用しましょう。

調理５

収穫４

畑の常備薬
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